
Integration innovation 

事業の概要 
背景 
• 市内には技術力の高い多くの企業の工場、研究所が集積 
• 平塚沖には東京大学の管理する実験タワーが存在 
 
社会的課題 
• 地球温暖化（CO2排出抑制が必要） 
• 新たな産業の創出 

 
→産学公の連携で、技術開発や制度設計等による社会的課題の解決を目指す 
 
手段 
• 平塚市内での波力発電の実証実験実現（将来的には実用化） 

 
財源 
• 地方創生加速化交付金（事業費の１００％国負担） 平成２８年度のみ 
• 地方創生推進交付金（事業費の５０％国負担） 平成２８年度から３０年度までの３か年（予定） 

1号機（文科省プロジェクトで
東京大学が久慈市に設置） 
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平成２８年度の主な実績 
東京大学へ委託 

• 平塚海洋エネルギー研究会の発足 
– 平成２８年６月９日発足式 
– NHK、新聞各紙でとりあげられる 

• 平塚市での波力発電実証実験に係る実行可能性調査の実施 
– 基本コンセプトの構築（100kW 2 into 1方式） 
– 基礎データの調査（波浪特性、深浅測量、系統連系） 

– 概略設計（油圧操舵機の選定、海洋構造物の概略設計） 

– 市内企業参入可能性調査 

• 波力発電実証実験に係る専門知識等を取得する講習会等の開催 
– 座学講習会の開催４回 
– 波力発電装置の視察（久慈市）及び現地講習会 
– 平塚沖総合実験タワー見学 

• 平塚海洋エネルギー研究会の情報共有プラットホームの構築 
 

実行可能との見通し 

詳細設計へ 
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情報共有プラットホーム 

https://utmarine.azurewebsites.net/ 

https://utmarine.azurewebsites.net/
https://utmarine.azurewebsites.net/
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スケジュールと進捗・KPI 
（平成２９年４月現在） 

H28 H29 H30 

推進交付金 
KPI① しごとのタネを基

に開発・事業化する事
業主体の応募件数 
KPI② 技術課題やビジ

ネスモデル等のしごとの
タネの提案件数 
KPI③ 研究会が運営す

る情報共有プラットホー
ムへのアクセス件数 

計
画 

・情報共有プラットホーム（ISP）構築 ①しごとのタネの創出研究 

②しごとのタネ公開セミ
ナー等の開催 
③ISP運営 

①しごとのタネの創出研究 

②しごとのタネ公開セミナー
等の開催 
③ISP運営 

予
算 

300千円（交付金150千円） 5,000千円（交付金2,500千
円）予定 

5,000千円（交付金2,500千
円）予定 

KPI ①0件 ②0件 ③1,000件 ①1件 ②1件 ③2,000件 ①3件 ②3件 ③2,000件 

実
績 

①1件（IoTサービス創出支援事業提案） 
②1件（各種海洋データのリアルタイム測定と
レジリエントなネットワークによる情報配信） 
③775件 

加速化交付金 
KPI① 波力発電に関す
る新規法人の設立 
KPI② 市内事業者の調
査等受注、事業拡大 
KPI③ 技術者研修等セ
ミナー のべ参加者数 
KPI④ 事業拡大や新技

術・新商品等の相談・紹
介件数 
KPI⑤波力発電実証実
験の実施決定 

予
算 

21,700千円 ― ― 

KPI ― ― ①1件 ②7件 ③80人 ④
20件 ⑤決定 

実
績 

• 平塚海洋エネルギー研究会の発足 

• 平塚市での波力発電実証実験に係る実
行可能性調査の実施 

• 波力発電実証実験に係る専門知識等を
取得する講習会等の開催 

加速化交付金
はH28で終了。

事業は推進交
付金で継続。 


